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全般
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検査は、検査対象に対して適切な検査運用ガイドを使用して実施

した。

検査対象については、原子力検査官が事前に入手した現状の施

設の運用や保安に関する事項、保安活動の状況、リスク情報等を

踏まえて選定し、検査を行った。

検査においては、事業者の実際の保安活動、社内基準、記録類

の確認、関係者への聞き取り等により活動状況を確認した。



検査結果 （上半期）

第１四半期 第２四半期

実施期間 令和３年４月～６月 令和３年７月～９月

日常検査

１４項目
・ 設計管理
・ 動作可能性判断及び機能性評価
・ 重大事故等対応要員の能力維持 など

１６項目
・ 保全の有効性評価
・ サーベイランス試験
・ 火災防護 など

チーム検査 なし なし

指摘事項 なし なし
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検査結果 （下半期）

第３四半期 第４四半期

実施期間 令和３年１０月～１２月 令和４年１月～３月

日常検査

１７項目
・ 作業管理
・ 原子炉起動・停止
・ 自然災害防護 など

２０項目
・ 定期事業者検査に対する監督
・ 原子炉起動・停止
・ 燃料体管理 など

チーム検査
６項目

・ 供用期間中検査に対する監督
・ 重大事故等対応要員の訓練評価 など

４項目
・ 使用前事業者検査に対する監督
・ 放射線モニタリング設備 など

指摘事項
２件

・ 火災感知器の不適切な箇所への設置
・ 弁の不適切な施錠管理

なし
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